





























2） 企業家レントは，シュンペーター的レント（Schumpeterian rent）とほぼ同義で用いられている（Collis & 
Montogomery, 2005; p. 44）．
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先行研究は，分析レベルを主として企業家（アントレプレナー）に設定しつつ蓄積されてきた．こ
れらの研究では，企業家の心理学的属性を分析した属性アプローチ（e.g.; McClelland, 1961; 





ないことが多くの論者から指摘されている（e.g., Gartner, 1988; Shane, 2000; Baum, Locke & Smith, 
2001）．
また，近年，アントレプレナーシップに関する議論の射程が，スタートアップ企業の創造プロセ
スのみならず，大企業を含んだ既存企業の範囲まで拡張されている（Wortman, 1987; Low & 
MacMillan, 1988）ことが主張されている．すなわち，アントレプレナーシップは，それが行われる
場所を問わない概念である（Stevenson, Roberts & Grousbeck, 1989）とされ，ゼロから組織を生み
出す一連の起業活動を指す場合もあれば，既存企業内での新規事業開発活動を表す場合もありうる
















3） Corporate Entrepreneurship，Corporate Venturing，Intrapreneurship，Internal Corporate Venturingなど用語
の定義については，Sharma & Chrisma（1999）を参照．










はどのようなものがあるか」である（Stevenson ＆ Jarillo, 1990; Bygrave & Hofer, 1991）．
企業家の属性や特徴をあらわす代表的な概念として，達成動機（need for achievement），統制の










す概念であり（Brockhaus, 1980; Hull, Bosley, & Udell, 1980），以下の 2つに分けて考えられている．
ひとつは，自身の能力や行動に関係なく運などの環境側の要因で結果が決定されていると認知する
「外的統制（internal locus of control）」，もうひとつは，自身の能力や行動によって結果がコントロー




先行研究による実証結果が一致していない（Sexton & Bowman, 1985）．しかしながら，これまでの
実証結果によると，企業家は中程度のリスクテイカーであり，リスク選択性向に関しては，一般の
マネージャーや企業家でない人々とそれ程大差がないという結果が出ている（Blockhaus, 1980; 
Hull, Bosley, & Udell, 1980）．これらの他には，価値観，年齢，曖昧さへの許容度など様々な概念が
検証されてきているが，属性アプローチを用いた研究は以下の理由によって様々な論者から批判を
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受けている．
属性アプローチに対する共通した批判として，次のような点が挙げられる（e.g., Gartner, 1988; 
















































稿ではMiller（1983）と Covin & Slevin（1989）を中心にレビューを行いたい．
EOとは，企業の戦略オペレーションのうちアントレプレナーシップに関連するものを指してい
る．EOは，その企業が行う戦略の具体的な内容ではなく，市場への参入に結びつく企業のプロセス，
























している（Lumpkin & Dess, 1996）．したがって，先進性向が高い企業ほど，ライバル企業よりも
先発者優位を獲得することができる可能性が高まる．このような将来を見据えた姿勢を持つ企業は
パイオニアになることを望み，それが機会を見出し活用することにつながるのである．
この 3次元が用いられるようになったのは，Miller & Friesen（1978）における戦略次元の中で
4） この 3つの次元に加えて，アントレプレナーシップをとらえるためには，④競争上の攻撃性向（competitive 
aggressiveness）と⑤自律性向（autonomy）の次元を加えることを主張する研究も存在する（e.g., Lumpkin & 

















出所：Miller（1983）；Covin & Slevin（1989）；Lumpkin & Dess（1996）一部変更








この保守的企業―企業家的企業の区別は，Miles & Snow（1978）の防衛型（defender firms）―先
取型（prospector firms），Mintzberg（1973）の適応型組織（adaptive organizations）―企業家的組織























6） Covin & Slevin（1989）は，EOではなく strategic postureの語句を使用している．



















組織パフォーマンスを測るのに適した指標だと主張される（Chandler & Hanks, 1993; Tsai, 
図 1　EOとパフォーマンスの関係性
出所：Lumpkin & Dess（1996）一部変更
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Covin & Slevin（1989）の研究以後，EOと企業の持続的競争優位との関係を検証したもの（Wiklund, 
1999），国によるサンプル対象の違いを通じて EOを測定する変数の信頼性と妥当性をチェックし
たもの（Knight, 1997），研究方法の精緻化を議論したもの（Lyon, Lumpkin & Dess, 2000），知識ベー
スの資源とパフォーマンスとの関係を EOがモデレートすることを発見したもの（Wiklund & 
















くの研究が現在まで蓄積されている（e.g., Barringer & Bluedorn, 1999; Becherer & Maurer, 1997; 
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を挙げると，職位のバイアスは回答者が，本社の取締役，事業部長の場合であり，職能によるバイ





向（イノベーション関連の行動数）である（Lyon et al., 2000）．内容分析で競争上の攻撃性の次元
を測定した例を挙げると，ライバル企業のアクションに反応するまでの時間（Chen & MacMillan, 








例では，R & D支出／総従業員の 3年平均で測定している Hitt, Hoskisson & Kim（1997）や研究開
発費／売上高の 3年平均を産業における研究開発集中度でコントロールしている Kelm, Narayanan 
& Pinches（1995）などがある．また，Lee, Lee & Pennings（2001）は，革新性向を「R & D人員数」
と「新市場創造・市場浸透・輸入品の代替につながる製品・サービスの上市数」，リスク選択性向
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Entrepreneurial Orientation: The Dimensions of Strategic Orientation
Ryoichi KUBO
ABSTRACT
This paper examines studies about Entrepreneurial Orientation (EO) under ① the constructs of 
dimension, ② configuration model and ③ three measurement methods.
EO consists of process, structures, and/or behaviors that can be desired as innovative, proactive, 
risk taking, aggressive, or autonomy seeking. EO is used concepts from the strategy-making process 
literature to model firm-level entrepreneurship (Covin & Slevin, 1989; Miller, 1983). Innovativeness 
refers to attempts to embrace creativity, experimentation, novelty, technological leadership, and so 
forth, in both products and processes. Proactiveness relates to forward-looking, first mover 
advantage-seeking efforts to shape the environment by introducing new products or processes ahead of 
the competition. Risk taking consists of activities such as borrowing heavily, committing a high 
percentage of resources to projects with uncertain outcomes, and entering unknown markets.
Next, this paper survey EO-related contingencies variables that have been suggested in the 
literature. This paper also discusses the benefits and drawbacks of three operationalizations of a firms’ 
entrepreneurial orientation; (1) management perceptions regarding entrepreneurial processes from 
surveys using questionnaires, (2) entrepreneurial firm behavior from using the content analysis; and, (3) 
secondary data denoting resource allocations as indicators of an entrepreneurial posture.
